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災害時における電話の輻輳対策
と重要通信の確保

n 大規模災害の発生時には、通常時に比べて数十倍といっ
た極めて膨大な通信量が発生し、交換機等の処理能力を
超えてしまう恐れがある場合には、交換機のシステムダウ
ン等による通信ネットワーク全体への影響を回避し、災害対
策機関や警察、消防等の重要通信を確保するために、一般
の通信回線を規制することがある。



通信規制の仕組み
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災害時優先電話

・　災害発生時に電話が輻輳した場合にも通信規制の対象とな
ることなく、一般通話に比べて優先的に接続される電話で、
防災関係機関等に契約電話単位（回線）で設定している。



災害時優先電話の設置基準
電気通信事業法施行規制に定める下記の機関において、重要通
信を行うために要する電話を対象に災害時優先電話を設置。

・気象機関
・水防機関
・消防機関、災害救助機関
・秩序の維持に直接関係がある機関、防衛に直接関係がある機関
・海上の保安に直接関係がある機関
・輸送の確保に直接関係がある機関
・通信役務の提供に直接関係がある機関
・電力、水道、ガスの供給に直接関係がある機関
・選挙管理機関
・新聞社等の機関
・金融機関
・その他重要通信を取り扱う国又は、地方公共団体の機関



災害時優先電話の仕組み
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※災害時優先電話は規制の影響を受けず、優先的に接続される。
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災害時の通信手段の確保について

（個人）

・災害用伝言ダイヤル「１７１」への登録

・携帯版災害用伝言板への登録

・電子メールの活用

・衛星携帯電話の活用

（地域、団体等）

・専用サーバーを用いた携帯電話パケット通信
サービス（「防災espresso」等）の構築



衛星携帯電話

n 衛星携帯電話同士であ
れば輻輳は少ない

n 一般の携帯電話に比
べて機器の価格が高い

n 一般の携帯電話に比
べて携帯性が劣る



災害用伝言ダイヤル「１７１」

・阪神・淡路大震災の際には、大規模な電話の輻輳が数日間

　継続し、この間、通信の規制の実施により被災地の方々の安

　否確認が大変難しい状況がしばらくの期間続いた。その教
　訓に基づき、NTTでは、災害時に一般の電話から容易に安否

　確認のため連絡をとることができる災害用伝言ダイヤル

「１７１」を平成１０年３月３１日より提供
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全国５０箇所で
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災害用伝言ダイヤル「１７１」の仕組み



携帯版災害伝言板サービス

・宮城県沖を震源とする地震(平成１５年５月２６日）において

　通信設備に大きな被害はなかったが、大規模な電話の輻輳

　が発生した。

　特に、携帯電話は、阪神・淡路大震災時に比べて約２０倍普

　及しており、輻輳の影響が大きかった。その教訓に基づき、
　NTTドコモでは、災害時に携帯電話から容易に安否確認のた

　めの連絡をとことができるiモード災害用伝言板サービスを平

　成１６年１月１７日より提供
　au、ツーカー、ボーダフォンも同様の災害用伝言板サービス

を順次提供。



１．構成イメージ

（被災地）

ｉﾓｰﾄﾞﾕｰｻﾞ
PDC/FOMA

①

②

登録通知メール送信③

④

⑤

・ｉﾓｰﾄﾞﾕｰｻﾞ
　　(PDC/FOMA) 
・他社携帯電話

・ｉﾓｰﾄﾞﾕｰｻﾞ
　　(PDC/FOMA) 

・他社携帯電話＆

＆

PC

PC

NTTドコモ　iモード災害用伝言板の例



２．登録通知メール送信機能
【概要】

ご利用者がメッセージを登録された際に、あらかじめｉモード上で登録した送信
先メールアドレスに対し、ｉモードセンタからメールを送信し、メッセージ内容を通
知します。

・　安否通知メールアドレスの事前登録を可能とする（上限は5件）。
・　設定時にiモードパスワードチェックを行う。
・　ｉモード災害用伝言板が起動していなくても常時登録可能とする。
・　設定上限は1日5回とする。

【メールアドレス設定機能】

・　事前設定された安否通知メールアドレスに対し、安否登録メッセージをメー
　
　ルにて送信する。
・　受信メールの「災害用伝言板確認画面リンク」押下時、MSNを表示する。

【メール送信機能】

NTTドコモ　iモード災害用伝言板の例



iモード災害用伝言板のメッセージ登
録画面イメージ

【メッセージを登録したお客様】

メール
送 信

【ご家族・知人等】

NTTドコモ　iモード災害用伝言板の例



iﾓｰﾄﾞﾊﾟｽﾜｰ
ﾄﾞを入力

送信先メール
アドレスは５件
まで設定が可
能。

登録通知メールアドレス設定画面イメージ

NTTドコモ　iモード災害用伝言板の例



管理端末

iiﾓｰﾄﾞ網利用の場合ﾓｰﾄﾞ網利用の場合
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本システムの場合本システムの場合

iアプリ用
一斉同報サーバ

インターネット利用は
セキュリティの点懸

念される！大量のiアプリ用メッセージをLAN
内で送信する為、配信遅れが
懸念される！！

管理端末

専用線接続

専用線利用のため
高速、安定、かつ
高信頼性が確保さ

れます！！

携帯端末

携帯端末

ﾊｯｶｰ等侵入
の危険性有

ﾊｯｶｰ等侵入
の危険性無

iアプリサーバ
メールサーバ

認証サーバ

DoCoMo
iモード

センター

防災専用
閉域ｾﾝﾀｰ

（仮称）

ドコモ網に直結した専用設備
にてメッセージ作成するため、
高速な即時一斉配信が可
能となります！！

iアプリ緊急連絡の遅延となる恐れ
がある

安定して高速なiアプリ緊急連絡
が可能。高いセキュリティも実現

DoCoMo
パケット網

DoCoMo
パケット網

専用設備のため
遅延の可能性が

低い！

×

○

『防災ｅｓｐｒｅｓｓｏ』システム構成

一般のiﾓｰﾄﾞ網利用の
ため、混雑時には

遅延発生のおそれ！



まとめ

・複数の情報伝達手段の活用

・要援護者と支援者との間の情報伝達方法の
平常時からの確認・意識合わせ

・要援護者・支援者の協力による早めの情報伝
達・避難


